
       上田市立地適正化計画 ～人々が「住みたい」「住みつづけたい」と思える“まちづくり”を目指して～ 

上田市の現状と将来の見通し 

【プロフィール】 

上田市（うえだし） 

○H18年3月6日生まれ（合併した年） 

○旧上田市、丸子町、真田町、武石村が 

 合併して誕生 

○人口 156,827 人（2015年国勢調査） 

 ・年少人口    (0～14歳)  20,150 人 

 ・生産年齢人口 (15～64歳)   89,926 人 

 ・老年人口  （65歳以上)    46,751 人 

人口が減少して心配されること・・・ 人口が減少しても、不便なく暮らすことのできる“まちづくり” 

上田市です！ 

2015年のボクは

こんな感じです。 

上田市立地適正化計画の基本的な考え、誘導区域

人口減少 

▲5.9万人！ 

（▲37.3％） 

少子化 

▲1.1万人！ 

（▲52.7％） 

41.2％に！ 

（10人に4人が 

高齢者） 

高齢化 

４０年後・・・ 

○人口 98,294 人（2055年推計） 

 ・年少人口    (0～14歳) 9,535 人 

 ・生産年齢人口 (15～64歳)  48,164 人 

 ・老年人口   (65歳以上) 40,595人 

利用者の減少により、身

近な商店等が閉店し、利

便性やまちの魅力が低下

する恐れがあります。 

病院が遠くなっ

て不便だわ… 

商業施設などの撤退に

より、若者の働く場所

が少なくなる恐れがあ

ります。 地元には仕事 

が少ないし… 

さようなら… 

公共交通利用者の減少

により、交通サービス

が低下し、外出機会が

減少する恐れがありま

す。 

バスがなくなってから、クル

マを持っていないと、移動が

困ってしまう・・・ 

40年後の上田市です。 

人口が減少して、 

ずいぶんスリムに 

なりました。 

だいぶ先の話だけど、50年後に上田市の人口が半分になってしまったら、私たちの子どもや、その子どもた

ちは、上田市に暮らし続けていけるのかしら？ 

人口が減少してしまうのは、上田市だけでなく全国的な傾向です。市では将来人口が減少しても、今の「生活の質」

を保つために、上田市の都市としての造りを「拠点集約型」いわゆる「コンパクトシティ」に少しずつ変えていく必

要があると考えています。 

一人暮らしのお年寄

りが増えた 

ご近所の 

つながりやあ

いさつが減っ

た 

地域活動の担い手

が減ってしまった 

地域でのつながりが弱く

なる(希薄化する)恐れ 

があります。 

こんなことにならないよう

に、人口が減少しても、 

便利に暮らし続けることが

できる、“まちづくり”を 

目指します。 

でも、上田市に住んでいる人たちを 中心拠点に集約する「コンパクトシティ」なんて出来ないと思うけど。それ

にそんなことをしたら郊外に暮らす私たちの地域は、誰もいなくなって寂しい“まち”になってしまうのではない

かしら？ 

上田市が目指す「コンパクトシティ」は、中心拠点の一か所に、都市としての機能や人口を集約するような「一極集

中型のコンパクトシティ」ではありません。中心市街地にある中心拠点だけでなく、地域自治センターがある既存の

地域の拠点を含め、それぞれの都市としての機能や、生活サービス機能を持続し、拠点間を公共交通や幹線交通網の

交通ネットワークで結ぶ「ネットワーク＋多極・拠点集約型都市構造」、つまり「多極型のコンパクトシティ」です。 

それをこれからやっていくの？ 私たち市民を強制的に、10年や20年でそれぞれの拠点に集めるってことなのかしら？ 

「強制的に市民を集約する」ということではありません。市民それぞれに「住み替え」という事象が将来発生し

た時、「住みたい」「住みつづけたい」と思える魅力ある地域であれば、「そこに住んでいただけるかもしれな

い」ということです。まちづくりには長い時間が必要です。世代なら2世代～3世代、年数であれば60年～90年

という長い時間が必要です。あくまでも住む場所を選ぶのは、市民それぞれの自由な意思の中で決めることです。 

そうか！だから「住みたい」「住みつづけたい」と思ってもらえるような 

「魅力ある“まちづくり”・“地域づくり”」が必要なのね！ 



       上田市立地適正化計画の基本的な考え、誘導区域・各拠点の考え方 

人口減少社会に備えて維持していく「生活の質」 

食品スーパーや銀行、コンビニや地域自治センターなど、生活に必要な身近な

施設が近くにあると、郊外でも安心して暮らせる。 

子どもが通う高校へは、運賃低減バスで乗り換えなしで行ける。ＪＲ上田駅は

首都圏への入り口、東京まで1時間ちょっとでいける。隣町へ行くにはしなの

鉄道が便利。上田電鉄別所線は地域の大切な公共交通機関。 

農村地域で農業を営む私たちにとって、今住んでる場所が一番のお気に入り。

中心市街地へは幹線道路を使えば車で30分で行ける。 

人口が減少しても、今ある「生活の質」が維持できれば、ずっとそこで便利

に暮らせますね。「生活の質」を維持するために、みんなが「住みたくな

る」ような魅力ある“まちづくり”“地域づくり”をしていきましょう。 

立地適正化計画では拠点と区域を決めます 

各拠点・各誘導区域 

◆地域の拠点を活かして中心拠点の都市機能を支え、上田市全体を持続可能な都市とし 

 ます。 
 
◆中心拠点（惑星）の都市サービス機能を維持し、これをインセンティブ（引力）とし 

 て、地域から人の流れを誘導、都市サービス機能と賑わいを維持・拡充します。 
 
◆地域拠点（衛星）は、中心拠点（惑星）との良好な位置関係（利便性）を交通ネット 

 ワークで維持し、特色ある地域の魅力を活かした住みやすい居住環境を創出します。 

「サテライト型立地適正化計画」のイメージ 

【お問い合わせ先】上田市都市建設部 都市計画課 TEL 0268-23-5134 

 生 活 複 合 拠 点 

地域自治センターを中心とする周辺のエリアで、 

食品スーパーや診療施設、銀行等があり、 

従来から地域の中心地としての役割を担って 

きた地域の拠点。 

 都市機能誘導区域 

公共交通が利用しやすく、市役所、総合病院、 

教育施設、大型商業施設など、人が集まり、 

賑わい施設のある中心拠点の周辺エリア。 

人口が減少しても、今の「生活の質」を維持するため
「ネットワーク＋多極・拠点集約型都市構造」への 
転換を進めます。 

上田市が策定する立地適正化計画は、 

     地域の拠点と中心拠点が互いに共存する「サテライト型立地適正化計画」です。 

身近な地域拠点の生活サービス施設 

や、みんなが集まる中心拠点の賑わい 

施設は、たくさんの人が多く利用する 

ことで維持することができます。 

上田都市機能誘導区域 
（上田中心拠点） 

上田居住誘導区域 

大屋交通結節拠点 

丸子居住誘導区域 

信濃国分寺交通結節拠点 

西上田交通結節拠点 

真田生活複合拠点 

豊殿生活複合拠点 

川西生活複合拠点 

塩田生活複合拠点 

武石生活複合拠点 

丸子都市機能誘導区域 
（丸子中心拠点） 

「ネットワーク+多極・拠点集約型都市構造」のイメージ 

【イメージの説明】 

 中心拠点と、コンパ

クト化した地域拠点間

を、公共交通網や幹線

道路網で結び上田市全

体で「多極型コンパク

トシティ」を形成。 

 ＪＲ北陸新幹線で首

都圏・北陸圏へ、しな

の鉄道、上信越自動車

道で他の自治体との

ネットワークを構成。 

中心市街地には、新幹線の駅や、働く場所、子どもが通える高校や大学がある。

大型ショッピングセンターや映画館、芸術を楽しむための文化ホールもある。 

中心市街地にある施設は、私たちにとってなくてはならない生活の一部になって

いる。 

 居 住 誘 導 区 域 

都市機能誘導区域の外縁で、中心拠点施設 

へのアクセスがしやすく、利便性が高い 

地域で、将来一定の人口密度の維持が 

期待できるエリア。 

 交 通 結 節 拠 点  

近隣の市町村をつなぐ地域間公共交通の駅があり、 

２種以上の公共交通が結節する、大屋駅、信濃国分寺駅、 

西上田駅の「しなの鉄道」3駅。 



       上田市立地適正化計画の方針、誘導区域、拠点 

生活複合拠点区域と交通結節拠点区域 

上田市立地適正化計画の誘導施設、支援策、届出制度 

地域の個性が輝く生活快適都市“上田” 
魅力あるふるさと 活気ある交流 風格ただようまち 

計画的な生活基盤づくりによる「市全体の土地利用と地域の利便性を高める都市」 

 ○地域の特色や個性を育む土地の活用 

 ○市域全体の多様な都市活動を支える道路網の整備 
 

多彩な地域資源の有効活用と相乗効果による「人々の交流を育む都市」 
 ○恵まれた地域資源を大切にする都市づくり 

 ○人々が交流し、賑わいあふれる都市づくり 

豊かな自然・文化にふれ合える「安全・快適に暮らせる都市」 
 ○だれもが安全で安心して生活できる都市づくり 

 ○住み心地の良さを実感できる都市づくり 

都市機能誘導区域と居住誘導区域 

都市機能誘導区域 

公共交通が利用しやすく、市役所、総合病院、教育施設、大型商業施設など、人が集まり、 

賑わい施設のある中心拠点の周辺エリア。 

 居 住 誘 導 区 域 

都市機能誘導区域の外縁で、中心拠点施設へのアクセスがしやすく、利便性の高い地域で、 

将来（概ね20年後）において一定の人口密度の維持が期待できるエリア。 

 生 活 複 合 拠 点 

地域自治センター等地域の拠点を中心とする周辺のエリアで、食品スーパーや診療施設、銀行等があり、従来から地域の中心地とし

ての役割を担ってきた地域の拠点。拠点から半径800ｍの範囲を基準に、生活複合拠点区域を設定します。 

  交 通 結 節 拠 点  

近隣の市町村をつなぐ地域間公共交通の駅があり、２種以上の公共交通が結節する、大屋駅、信濃国分寺駅、西上田駅の「しなの鉄

道」3駅。拠点施設から半径800ｍ圏内を交通結節拠点区域として設定します。 

※計画の基本方針は「上田市都市計画マスタープラン」に準拠しています。 

【豊殿生活複合拠点区域】 【塩田生活複合拠点区域】 【川西生活複合拠点区域】 

【真田生活複合拠点区域】 【武石生活複合拠点区域】 

【西上田交通結節拠点区域】 【信濃国分寺交通結節拠点区域】 【大屋交通結節拠点区域】 

【上田居住誘導区域】 【丸子居住誘導区域】 

【上田都市機能誘導区域】 【丸子都市機能誘導区域】 

計画の基本方針 
上田市に“住みたい”、“住みつづけたい”と感じられる生活快適都市の実現を目指します。 



都市中心拠点

広域住民、周辺住民の
生活サービス機能制

度
に
基
づ
く
誘
導

身近な買い物 身近な医療

福祉 子育て 小中学校 警察・消防

市内７地区の地域自治センター

上田市全域

市民の暮らしを豊かにする
文化機能等

健康増進機能等

高次の都市機能
（医療、大学等）

基本的な考え方 施 設

誘導施設

●政策的に誘導する施設

●既存施設の維持

●郊外への転出抑制

・大・中規模商業施設

・高齢者の福祉に寄与する

拠点施設

・広域的に学生が集まる学校

（高等学校等）

・基幹となる博物館、図書館

・二次医療機関 など

地域づくりに関わる施設

●日常生活に必要な機能で維持・

誘導する施設

●ニーズに応じて立地する施設

●住民の分布に応じて配置する

地域に根差した施設

・食料、日用品店舗
・個性的な店舗
・身近な医療機関（かかりつけ医）

・地域自治センター

・地域包括支援センター

・幼稚園や保育園等

・小中学校 など

       上田市立地適正化計画の誘導施設、支援策、届出制度 

届出制度 

暮らしやすい都市づくりのための支援策 

【お問い合わせ先】上田市都市建設部 都市計画課 TEL 0268-23-5134 

◆ 都市機能誘導区域における支援策 
 ・税制上、金融上の支援措置（区域外から区域内への事業用資産の買換特例等） 

 ・民間誘導施設等整備事業（民間支援）           ・都市機能立地支援事業（民間支援）  

 ・都市再構築戦略事業（都市再生整備計画事業、国費率50％） ・信州うえだ空き家バンクの活用 等 

 居住や都市機能の建築に関する立地動向を把握するため、都市機能誘導区域外または居住誘導区域外に

おいて、一定の開発行為や建築行為を行う場合に市長への届出が義務付けられます。 

届出対象行為 

○開発行為（居住誘導区域外） 
①３戸以上の住宅の建築目的の 

 開発行為 

②３戸未満の住宅の建築目的の開発 

 行為で、規模が1,000㎡以上のもの 

 

①の例示（3戸以上の開発行為） 

 

 

②の例示（1,300㎡1戸の開発行為） 

 

 

（800㎡2戸の開発行為） 

○建築行為（居住誘導区域外） 
①３戸以上の住宅の新築、改築、 

 建築目的の開発行為 

②３戸未満の住宅の建築目的の開発 

 行為で規模が1,000㎡以上のもの 

 

①の例示（3戸の建築行為） 

 

 

（1戸の建築行為） 

 

 

○誘導施設（都市機能誘導区域外） 

 

 

 

上田市域 

立地適正化区域（=都市計画区域） 

居住誘導区域 

都市機能誘導区域Ａ 都市機能誘導区域Ｂ 

届出必要 届出不要 
届出必要 

届出必要 

届出不要 

誘導施設：百貨店 誘導施設：病院 

届出フロー 

開発・建築等の計画

届出対象行為か

誘導区域の確認

＜住宅＞居住誘導区域外か

＜誘導施設＞都市機能誘導

区域外か

届 出 届出不要

必要に応じて

勧告・あっせん

建築確認、開発許可申請等

開発・建築等行為に着手

はい

はい

いいえ

いいえ

着
手
の
三
十
日
前
ま
で
に
届
出

※休止、廃止の場合は届出必要 

◆既に多様な都市機能が立地している「上田都市機能誘導区域」については、大型ショッピングモール等の大規模

商業施設や、救命救急医療及び入院救急医療を担う病院、高等教育機関等といった高次都市機能を維持していく

ことに加え、市民が健康で元気で暮らし続けることを支援する施設、市民の暮らしを豊かにする文化施設の持続と

必要な施設の誘導を図ります。 
 

◆「丸子都市機能誘導区域」は、今後も人口減少が進展すると予想される依田窪地域の市民が利用する都市機能

集積拠点であり、地域全体を持続していく上で、拠点を維持していくことがまちづくりの主眼となります。したがって、

既存の食品スーパーやショッピングセンター、救命救急医療及び入院救急医療を担う病院、高等学校の維持に加

え、市民が快適に暮らし続けることを支援する生活サービス施設の持続と必要な施設の誘導を図ります。 
 

◆ 生活複合拠点区域における支援策 

 ・小さな拠点形成支援事業             ・都市再生整備計画事業 

 ・信州うえだ空き家バンクの活用          ・上田市空家等対策推進事業 

 ・上田市開発事業の規制に関する条例        ・運賃低減バスの継続運行・充実 等 

◆ 居住誘導区域における支援策 

 ・集約促進景観・歴史的風致形成推進事業      ・都市再生整備計画事業 

 ・公営住宅整備事業（非現地建替え支援）      ・信州うえだ空き家バンクの活用 

 ・上田市空家等対策推進事業            ・上田市開発事業の規制に関する条例 

 ・運賃低減バスの継続運行・充実          ・ハザードマップの作成、配布 等 
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ル

大
・
中
規
模
商
業
施
設

（
店
舗
面
積
１
０
，
０
０
０
㎡
以
上

）

小
規
模
商
業
施
設

金
融
機
関
A
T
M

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

行
政
施
設

優
良
建
築
物
等
整
備
事
業
に
よ
り

整
備
す
る
建
築
物

上田 △ ◇ ◇ △ ◇ ● ◇ △ ● ◇ △ ● △ ● ◇ ◇ ◇ ◇ ●

丸子 △ ◇ ◇ △ ◇ ● ◇ ● ● ◇ △ ● △ ◇ ◇ ◇ ◇ ●

豊殿 ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

塩田 ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

川西 ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

真田 ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

武石 ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

生活複合拠点

都市機能
誘導区域

教
育
・

文
化

商
 
業

　1　誘導施設
　●：既存施設と同等機能を
　　　確保・維持する施設

　2　誘導候補施設
　△：将来、誘導施設となりうる
　　　候補施設

　3　地域づくりに
　　　関わる施設
　◇：日常生活に必要な機能で
　　　維持・誘導する施設

医
 
療

高
齢
者

福
祉

健
康
・

増
進

誘導施設 
 都市機能誘導区域内に設定する誘導施設は、都市の機能を持続するために必要な施設で、政策的な誘導、既存施

設の維持、郊外への転出抑制等が必要な施設を設定します。本計画では、以下の考え方に基づき、下表のとおり設

定します。 


